
参考２－１

2005 年ＳＲＡ※年次会合 概要 

                     食品安全委員会事務局技術参与 戸部依子 
１．開催日：2005 年 12 月 4 日～7 日 
２．開催場所：米国フロリダ州オーランド市  Buena Vista Palace Resort & Spa 
３．参加者：世界各国から、参加者約 650 名。 

日本は、関澤純教授（徳島大学）、京都大学、横浜国立大学、日本リスク研究

学会、独立行政法人産業技術総合研究所等、当委員会事務局などが出席。 
 
※ＳＲＡ（Society For Risk Analysis の略）：健康、安全、環境へのリスク問題を個別学問

分野を越えて学際的な展望のもとで取り扱う学術団体。1980 年に設立。本部はアメリカ。

日本リスク研究学会はその日本支部として 1988 年に設立。 
 
４．内容：プログラム参照 
     ・ワークショップ：１０テーマ（１２月４日） 
     ・各セッション（１２月５～７日） 
       口頭発表：３１０件、 

ポスター発表（ポスタープラットフォーム含む）：１４２件 
 
５．食品安全委員会事務局からは、戸部がポスター発表を行った。 
   “The transition of Consumer’s Role in Securing Food Safety and Their Attitude  
      Toward Effective Risk Communication in Japan” 
     （食品安全にかかわる消費者の役割の変化とリスクコミュニケーションの可能性） 
 内容：１）消費者として、食の安全性に対する関わり方についての意識調査結果 
    ２）食品安全委員会が行った「我が国におけるＢＳＥ対策について」意見交換会 

でのアンケート調査結果（意見交換会参加による、理解度、信頼度の変化） 
３）リスクコミュニケーションにおける、ステイクホルダーの役割の相互認識の 

必要性 
参加者からの意見等： 

   ・日本の消費者のＢＳＥに対する関心はどうか。 

   ・SRMの除去などBSEについて８７％もの消費者が知っているということは、とても 

驚きだ。 

・日本の食品は他の国の食品と比べて品質はどうか。 

   ・政府の信頼を上げるためには、透明性の確保が大事だと思う。 

   ・"risk"に該当する日本語は何か。 






